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はじめに

本報告書は ､ 海外農業開発 コ ンサ ルタ ンツ協会 ( A D C A) の プロ ジ ェ ク ト

フ ァイ ンディ ング業務と して ､ 平成 1 2 年 11 月 2 1 日から 1 2 月 1 日まで ､ シリ

アアラブ共和国 に おい て ､ ｢ 西 部地域潅漑技術改善計画調査+ を実施し ､ そ の

結果を取りまとめたもの で ある ｡

シリ ア国で は ､ 1 9 8 6 年か ら実施された政府主導の潅漑面積 の潅漑施設開発

計画 により ､ 1 9 8 6 年に 65 万 b a で あ っ た潅概農地が 1 9 9 8 年に は､ 1 2 1 万 h a ま

で 拡大された｡ 特に ､ 第 7 次 5 カ年計画 と第 8 次 5 カ年計画 の 初年度 に 当た る

1 9 91 年か ら1 9 9 7 年 に つ い て は ､ 農業銀行に よ る資金援助制度 の確立や ､ 小麦 ･

綿花に対す る戦略的価格政策が功を奏 し ､ 3 8 万 b a の 潅漑面積の 増加 を達成 し

た ｡

しか し､ 天然資源開発 ､ 天 然資源の継続利用と枯渇防止とい う問題に対 し､

軽視 した開発計画をたびたび実施 した こ とか ら､ ユ ー

フ ラテ ス 川流域と地中海

沿岸地域を除く殆ど の 地域 で ､ 農業用 水不足 を生じて きた ｡ さ ら に ､ 過 去 1 2

年間の 気象変化 によ る降雨不足 と､ 高い 人 口増 加率と生活様式の変化 ､ 工 業開

発に よる水需要 の増 大 に よ り ､
こ の 状況 は悪化 の

一

途 をた ど っ て おり ､ 国民生

活 を脅かす状況 に まで発展 して い る ｡

こ の ような状況を緩和す るた め ､ シリア国で は当該国の 水資源 の 9 0 9らを消

費す る漕概農業を旧式の重 力潅漑から節水潅漑 へ 移行させ ､ 限り ある水資源の

有効利用を図る べ く様々 な方策を行 っ て い る ｡

上記の 状況 を踏 まえ ､ A D C A 調 査団 は シリア 国農業 ･ 農地改革省及び関係

機関と共に現地調査及び資料収集を行 い ､ 日本 へ の 開発協力の事業計画策定の

ため に ､ 計画内容の検討 ･ 協議 を行 っ た ｡

こ の結果 ､ 短期間で効率よく節水潅漑技術を導入するために ､ ソ フ ト ･

ハ

ー

ド双方から農家を支援する包括的な マ スタ
ー プラ ン を策定する事が提案され

た ｡ 対象地域は ､ トル コ と の 国際河川問題が解決して い な い ユ ー フラテス 川等



の 国際河川 の流域及び地中海性気候により ､ 特に水資源が大きな間遠とされ て

い ない 地域を除く ､ シリ ア国西部地域 の 5 県 を対象とする ことと し､ ｢ 西部地

域潅漑技術改善計画+ と題し ､ 早期実施案件として働きかけて い く こ とで
一 致

した ｡

この 案件の 実施により ､ 特 に水門題が深刻で ある地域を対象とした包括的

な マ ス タ
ー プラ ンが策定される こ とに なり ､ 計画的に拡大する他分野 へ の水需

要 の 拡大 と調整 を図りなが ら､ 同国農業生産 の持続的安定拡大 に繋が る もの と

判断す る ｡

本計画 が日本政府の 開発協力の も とで ､ 本格調査が実施され る と共に ､ 将

来 ､ 事 業化が図られ ､ シリ ア 国 の 安定 した農業生産活動 と拡大す る他分野 で の

水需要 に深 く寄与す る こ とを願 うも の で ある ｡ 最後に ､ 調査 中貴重な ご意見並

び に ご協力 い ただ きました ､ 在 シリ ア 国日本大使館､ JI C A シリ ア事務所 ､ 専門

家の方々 に謝意を表 します ｡

平成 1 3 年 1 月吉日

A D C A 海外農業開発事業事前調査団

総括 : 山本 敦彦

(内外エ ン ジニ ア リ ング株式会社)
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現 地 写 真



伝統的な耕起 ( 山 ep p o)

ス ペ イ ン援助による A b o u E a 比al プロ ジ ェ ク ト ( 〟 甲 p O)

し

こ㌢ ､

Q a t e e n e 血 潮から H a 皿 a に導水す る国営潅漑水路 ( E a Ⅲ a)



H a m a の汚水のみ流れ る O r o n t 亡S 川 ( K b a 仕a b 付近 E a m a)

完全に枯渇した湧水弛跡地 ( G b a b P 一句e d )

E o m s 汚水処理場の 不完全な処理水 ( E o m s)



E o m s の処理水を使っ た野菜畑 伯0 皿 S)

Q a 【e e n e b 潮 の国営潅漑水路取水 工 ( E ｡ m S)
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D a 【爪aS C u S 汚 水処理場の 処理水 ( D a 皿 a S
C 耶)

処理水が流れる国営瀧漑水路 ( D a m a s 伽 S)

真 水 ･ 処理水 ･

未処理水の栽培試験 ( D a 皿 朋 C u S)
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タ
ー の み とな っ たダム ( D a T a)
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i J

蒸発 を防ぐため閲水路を管終 に変更 ( 0 1d Y o r m u k P r叫e ct)

蒸発を防ぐため開水路を管路 に変更 ( 0 1d Y o r m u k P r(づe ct)
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1．調査国の概要

1．1自然条件

シリアアラブ共和国は、地中海の東海岸に位置し、北をトルコ東をイラク、

南部をパレスチナ、ヨルダン、南部地中海沿いをレバノンと国境を接しており、

国土面積は、18，517，971haを有する。地勢は、地中海から山岳地までの海岸地

域、地中海に平行し北部から南部に連なる山岳地域、南東部に位置する砂漠地

域とその他の内陸地域の4種類に区分される。また、この地勢区分は当国の気

候区分とも同一となっている。なお、当該国の土地利用状況は以下の通りであ

る。

1999年の土地利用状況

森 林　　 ステげ 非耕作地 耕作可能地 】 合 計

l砂漠　　 湖河川　　 住居等 休耕地　　 耕作地

546，416　 8，264，858 2，947，277 142，720　 619，754 494，656　 5，502，290 18，517，971

; THE ANNUALAGRICULTURALSTATISTICAL ABSTRACT 1999

気候は、地中海沿岸部は典型的な地中海性気候で、夏季は高温乾燥し、冬

季は温暖で降雨にも恵まれる。降雨の殆どは10月から3月の冬季に集中する。

内陸部はステップ気候で内陸に入るに従い乾燥度合が高くなり、イラクとの国

境付近では砂漠気候となっている。

各都市の1997年の気候状況

都市名　　平均気温　　最高気温　　最低気温　　年間降雨量　地勢区分
（℃）　　　（℃）　　　（℃）　　　（mm）

Damascus
Horns
Palmyra
Hama
Lattakia
Al eppo
Deir ez zor
Al -Kamishly

16．8　　　　　　40．5

16．2　　　　　　37，5

18．2　　　　　　41．7

17．6　　　　　　40．0

19．2　　　　　　37．4

15．9　　　　　　40．3

19．7　　　　　　43．2

18．8　　　　　　43．7

137．4　　　内陸地域

528．4　　　内陸地域

215．0　　　砂漠地域

331．4　　　内陸地域

590．3　　　海岸地域

365．5　　　内陸地域

171．8　　　内陸地域

342．8　　　内陸地域

ttlll ; STATISTICALABSTRACT 1998

－1－

出典

出典



1 . 2 社会 ･ 経済状況

シリ ア国は ､ 行政上 14 の M o b a 血z a に分割され ､ 地方行政を執行して い る｡

一

般 に ､ M o血a 血z a はいく つ かの M a n atik に分割され ､ そ の下にい くつ か の村を

統括する N a w a bi が存在する ｡ 各組織 で は ､ そ れぞれ長が
一

名任命され ､ その

運営に当たる ｡ 最小の行政組織は村で あり ､ 村は 一 名 また は数名の村長が選任

され ､ 村組織と周辺農地 の責任者と して管理 に 当た っ て いる ｡ 政府の 統計資料

に よ る と､
1 9 9 8 年中期の総人 口 は 1 5 ,5 9 7 ,0 0 0 人で あり ､ 1 9 8 0 年中期の 人 口 に

比 べ 1 . 7 2 倍と増加 し､ 過去5 年間 で も 1 .1 3 倍と高い 人 口増加率を示して い る ｡

シリ ア国にお ける 人 口の 推移

( U nit: T b o u s a n d)

Y 己ar M al e s f
-

e m al e s T b t al

1 9 6 0 2
,
3 4 4 2

,
2 2 1 4

,
5 6 5

1 9 7 0 3 ,2 3 3

1 9 8 1 4
,
6 2 2

19 9 4 7 ,0 4 9

1 9 9 5 7
,
2 3 8

1 9 9 6 7 ,4 7 7

1 9 9 7 7
,
7 2 3

1 9 9 8 7 ,9 6 5

3
,
0 7 2 6 ,3 0 5

4
,
4 2 4 9

,
0 4 6

6 ,7 3 3 1 3 ,7 8 2

6
,
9 1 5 1 4

,
1 5 3

7 ,1 4 2 1 4 ,6 1 9

7
,
3 7 7 1 5

,
1 0 0

7 ,6 3 2 1 5 ,5 9 7

出典 ; S T X rIS T I C A L A B S T R A C T 1 9 9 8

1 9 9 0 年代前半の経済成長率は ､ 1 9 9 0 年から 1 9 9 6 年で年平均 7 % 以 上と飛

躍的で ､ 1 9 9 2 年には ピ ー

ク の 11 % を記録 した ｡ こ れ は ､ 1 9 8 9 年の レバ ノ ン紛

争に よ る 1 7ウらの マイナス成長を含む 1 粥0 年代の 経済の低迷が背景に ある と思

われ る ｡ こ の 経済成長は､ 高価格に よる オイル輸出 の拡大に活気づけられ ､ 個

人収入 も飛躍的 に拡大した ｡ また ､ シ リアは 1 9 9 1 年 の 湾岸戦争中､ 対イラク

連合 に参加 した こ とか ら､ 湾岸諸国から の無償援助や譲与の ロ ー ンを受 ける こ

とも で きた ｡

しか し､ 1 99 0 年代後半の成長率は 1 9 9 5 年か ら低迷し ､ 前年度 7 .7 % あ っ た

成長率は 5 .8 % まで落ち込み ､ 1 9 9 6 年には 4 . 5 % とな っ た ｡ この傾向は ､ 1 9 9 7 年

及び 1 9 9 8 年も続き､ 1 9 9 9 年にも同じような結果が現れると予想され て い る ｡

シリ ア国 における国内総生産 ( G D P) の 推移は ､ 以下 の 表の通り で ある ｡

- 2 -



国内総生産 ( G D P) の推移 (時価)

1 98 9 1 99 0 1 99 1 1 99 2 1 9 93 1 9 9 4 1 9 95 1 99 6 1 99 7

G D I
,

20 8 .9 2 68 .3 3 11 .6 3 7 1 .6 4 1 3 .8 5 0 6 . 1 5 7 0 .9 6 7 6 .4 7 2 8 .8

G D I
〉
e r C a it a 1 7

,
8 25 22

,
1 4 7 24 ,8 67 2 8 ,68 0 3 0 ,89 3 3 6 ,64 2 4 0 ,249 46 ,27 1 48 ,265

ただし ､ G D P は billi o n S y d a n P o n d ､ G D P p e r C a pit a は S y d a n P o n d

出典 ; S T ÅrIS T I C A L A B S T R A C T 1 9 9 8

シ リアの主要産業は､ 農牧業で あり1 9 9 7 年の G D P 構成比で みる と農業2 6ウち､

鉱業 ･ 工 業 2 3 ‰ 卸売り ･ 小売業 2 0 % とな っ て おり ､ モ ノ カルチャ ー 経済で は

な く比較的各産業のバ ラ ンス の とれ た産業構造とな っ て い る ｡ 産業別 国内総生

産 ( G D P) の構成は以下 の表 の通 りで ある ｡

産業別 国内総生産 ( G D P) の構成 ( 時価%)

1 9 8 9 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 9 4 1 9 9 5 1 9 9 6 1 99 7

農 業

鉱業 ･ 工 業

建設業

商 業

運輸 ･ 通信業

金融 ･ 保険業

サ ー ビス業

政府系サーヒ
●

ス業

合 計

2 4 2 8 3 0

2 0 2 0 1 8

4 4 4

2 5 2 3 2 2

1 0 9 1 0

4 4 3

2 2 2

1 1 1 0 1 1

1 0 0 1 0 0 1 0 0

3 2 2 9

1 3 1 4

4 4

2 (; 2(i

9 1 0

4 5

2 2

1 0 1 0

1 0 0 1 0 0

2 8 2 8 2 8 2 6

1 4 1 4 2 0 2 3

4 4 4 4

2 7 2 6 2 2 2 0

1 1 1 1 1 1 1 3

5 5 4 4

2 3 2 2

9 9 9 8

1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0

出典 ; S T X rIS T I C A L A B S T R A C T 1 9 9 8

1 . 3 国家開発計画

シ リ アの 経済及び社会計画 は ､ 1 9 5 0 年代の 後半 に 開始され ､ 1 9 6 8 年に は

現在の計画機構が整備され ､ 第 5 次 5 カ年計画が 1 9 8 1 年 ～ 1 9 8 5 年に実施され ､

そ の 間に示されたガイドライ ン に基づ き､ 第 6 次 5 カ年計画 (1 9 8 6 ～ 1 9 9 0) ､

第 7 次 5 カ年計画 (1 9 9 1 ～ 1 9 9 5) が実施された ｡ 現在は ､ 第 8 次 5 カ年計画(1 99 6

～ 2 0 0 0) を実施中で ある ｡ 現在の 国家開発計画 の要旨を以下 に示す｡

【経済及び社会的目標】

1) ア ラ ブ諸国の経済統合

2) 生産性の向上と水平方向の拡大

- 3 -



)

)

)

3

4

5

競争力強化のための民間､ 公共 ､ 混合部分の統合

農業 ､ 鉱業､ 手工業の重点強化

農村開発の重点強化

【 一 般目標】

)

)

)

)

)

)

l

つ
】

3

4

5

`
U

収入 の増大及び生活 ･ 教育レベ ル の向上

収入と生活支出バラ ンス の保持

財源 ､ 天然資源 ､ 人的資源 の 充実と 国家 の自活

都市部と農村部の格差是正

公共部門 の レベ ル向上

環境保護 (土壌､ 水 ､ 大気)

【特殊目標】

1) 国内生産の成長率を年間 5 % とす る ｡

2) 国内生産量を2 0 9あ増加させ る ｡

3) G D P を 3 2 9ら増加 させ る ｡

4) 国内備蓄を5 6 % 増加させ る ｡

5) 製品及びサ
ー ビス の 輸入 を 2 8 % 増加 させ る ｡

6) 製品及びサ
ー ビス の 輸出を 2 8 % 増加 させ る ｡

【政策及び実施方法】

1) 全 て の 開発プロ ジ ェ ク トの 事前調査を行う ｡

2) 価格抑制のため の需給メカ ニ ズム を適用する ｡

3) 生活 費に見合うよう定期的な賃金
･ 給与 レ ベ ル の調 整 を行う｡

4) 公共部門の 生産組織にも経済効果測定基準を適応する ｡

5) 財源確保の ための 税制の見直 し ｡

6) 国家経済の財政､ 貯蓄､ 経理 ､ 総計な どを統制する ｡

7) 公的機関や管理組織の ニ
ー ズに合うように高等教育の専門性を見直す｡

8) 最新技術に対応で きるよう に生産組織 の技術を向上さ せ る ｡

9) 誘導 シス テム を再考する ｡

1 0) 品質の管理基準を検討し､ 輸出品の品質管理を強調する ｡

11) 管理 業務を単純化
･ 近代化する ｡
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1

全て の省庁の規制 ･ 規則 を検討し､ 一 貫性を保ちながら改善､ 近代化する ｡

経済的及び人 口学的調査 ･ 研究を行う ｡

シリ アで は､ 今後も経済発展を持続して いくために ､ 各種教育機関､ 宣伝

広告手段､ 住民ネ ッ トワ ー

ク ､ 母子 の健康管理 ､ 家族計画サ ー ビス な どを通じ

た住民 の意識向上と拡大を計画して い る ｡ また ､ 同国は農業生産拡大の ための

農業イ ン フ ラ整備を電力事情の改善､ 石油 ･ 天 然ガス開発と並んで国家計画 の

中で最優先課題と位置づけ､ 5 カ年計画 の 重要 な柱 と して い る ｡

1 . 4 農業生産状況

シリ ア国で は､ 農業分野は生産部門で最も重要 で あり､ 1 9 9 7 年の G D P の

2 6 % を算出 し､ 最大の シ ェ アを 占めた ｡ また ､ 概ね 3 0 % の 労働力を吸収するな

ど､ 現在もシリ ア国経済 の最重要分野とな っ て い る ｡ 主要換金作物は綿花で ､

原 油開発以前に は当国輸出分野 で最大の商品とな っ て いた ｡ しか し､ 現在は全

輸出量 の 6 % を占め る に と どま っ て い る ｡ に もかか わらず ､ 綿花の 苗木生産及

び 1 ｡O b a 当たりの 収量 は近年急激 に の びて い る ｡ 他 の換金作物は､ 小麦及び大

麦で当国 の 2/3 の 耕地で耕作されて い る ｡ そ の他 には ､ 砂糖大根やたばこ等が

あげられる ｡

当該国 の 耕作可能面積は 6 . 0 百 万 b a で ､ 1 9 9 9 年に はそ の うち 5 . 5 百万 b a

が耕作され ､ そ の 他が休閑地とな っ て い た ｡ 潅漑面積は､ 1 . 2 百万 b a で全耕作

面積の 2 1 .5 ウあにすぎず､ 殆 どは天水農業が営まれ て い る ｡ 全 国 の 耕作地は､ 降

雨条件に より 5 つ の ゾ ー ンに分け られて おり ､ 農業省は ､ それぞれ の ゾ ー ンに

あ っ た営農体型 を農民に指導 し､ 有効か つ 的確な農業が営まれ る よう指導 して

いる ｡

シリ アの農業は ､ 依然として津野面積不足で ､ 農地面積全体の概ね 75 9ち以

上 は､ 天水農業が行われ て おり ､ 降雨量 の影響が大きく ､ 生産高は毎年かなり

変化する ｡ シリアの重要な穀倉地帯は ､ ハ ツ サ ケ ､ ア レッ ポ､ ラ ッ カの 北部国

境地帯の東西に広がる地域で ､ 野菜は都市の消費地 に近い ホム ス ､ ハ マ ､ タル

ト ウ
ー ス ､ ラタキ アで多く生産され ､ 果樹は ､ 降雨 の 多い 西部山間付近で多く
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生産され て い る ｡ 主要生産物の生産量及び作付け面積の推移は以下の表の通り

で ある ｡

主要生産物の 生産量の推移

単位; 千トン

作物名 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 98 19 9 9

小麦 4 ,1 8 4 .1 4 ,0 8 0 . 4 3 ,0 3 1 . 1 4 ,1 1 1 .6 2
,
6 9 1 .5

大麦 1 ,7 0 5 . 1 1
,
6 5 3 . 0

レンチル豆

トマ ト

ジャ ガイモ

綿花

砂糖大根

た ばこ

オリ ー ブ

ピス タチオ

14 7 .5 1 5 1 . 7

4 2 6 .5 4 0 9 . 1

4 7 1 .0 4 3 9 . 1

6 0 0 . 1 7 6 0 . 0

1
,
4 0 6 . 1 9 7 4 . 2

2 3 .4 2 2 . 1

4 2 3
.
4 6 4 7 . 6

1 4 .5 2 4 .3

9 8 2 . 7 8(i8 .8 4 2 5 .5

8 7
.5 1 5 4 .1 43 .5

4 0 7 . 0 5 5 5 .2 6 1 0 .2

2 6 5 .5 4 9 2 . 3 4 9(i .5

1 ,0 4 7 .4 1 ,0 1 7 . 8 9 2(i .1

1
,
12 6 .4 1

,
20 2 .2 1

,
3 3 0 . 4

2 2 .9 2 3 .1 2 4 . 7

4 0 3 .0 7 8 5 .0 4 0 0 .5

2 9 .4 3 5 .7 3 0 . 1

出典 ; T E E A m A L A G R IC U L r U R A L S T ÅrIS TI C A L A B S T R A C T 1 9 9 9

主要 生産物の作付け面積の推移

単位 ; 千 b a

作物名 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8 1 9 9 9

小麦 1
,
6 4 3 . 6 1

,
6 1 9 . 2

大麦 1
,
9 6 3 . 2 1

,
5 4 9 . 8

レンチル豆

トマ ト

ジャ ガイモ

綿花

砂糖 大根

たばこ

オリ ー ブ

ピス タチオ

1 2 6 . 4 1 4 0 .9

2 0 .2 2 0 .5

2 3 .0 2 2 .3

2 0 4 .3 2 1 9 .5

3 1 .3 2 2 .4

1 3 .8 1 4 .2

4 2 1 .6 4 3 8 .
6

5 5 .9 5 8 .6

1
,
7 6 0 . 8 1

,
7 2 1 .4 1

,
6 0 3 .0

1
,
5 7 2 . 2 1

,
5 4 2 .6 1

,
4 1 4 .2

1 2 0 . 3 14 2 .6 1 47 .6

1 7 .2 1 9 .0 1 5 .8

1 7 .9 2 2 .2 2 4 .8

2 5 0 .6 2 7 4 .6 2 4 3 .8

2(i .7 2 8 .7 3 0 .0

1 5 .0 1 5 .0 1 6 .2

4 4 5 .2 4 5 9 .7 4 6 9 .9

5 8 .7 5 9 .4 5 9 . 1

出典 ; T Ii E A N m A L A G R I C U l r U R A L S Ⅷ
1

IS TI C A L A B S T R A C T 1 9 9 9
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2 ･ 西部地域潅漑技術改善計画

2 .1 計画の背景及び経緯

シリ ア国で は ､ 1 9 S 6 年か ら行われた政府主導の農業開発の 結果 ､ 潅漑面

積は 1 9 8 6 年の約 65 万 b a か ら 1 9 9 0 年 に は約 6 9 万 b a に増大し ､ さ らに ､ 第八

次 5 カ年計画 の期間中で ある 1 9 9 1 年か ら 1 9 9 6 年に は､ 潅漑面積が約 5 3 万 b a

増加する な ど飛躍的な増加をみ せ た ｡ こ の 時期は､ 農業銀行が非常漑地 の潅漑

化を進 め る ため の資金 を援助す る と共 に ､ 特 に小 麦 と綿花 の 生産増加 をねら っ

た戦略的な価格調整政策が功を奏 した も の で あ る ｡ こ の結果､ 全 国の 潅漑面積

は約1 1 2 万 h a に達 したが ､ これ は 全耕作面積 5 .5 百万 b a の 21 .5 % にすぎず､ 殆

どの耕作地で 天水農業が行われて い る ｡

一 方 ､ こ れ らの 飛躍的な潅漑面積 の 増大と は裏腹に ､ 天然澄渡開発 とそ の

継続利用 ､ 水資源 の 枯渇防止 と い う観点 を無視 した 開発 が行われたた め ､ ユ ー

フ ラテ ス 川とそ の 沿岸地域を除く ､ 殆 ど の 河川 で農業用水が絶対的に不足す る

事 態 を 引き起 こ した ｡ さ らに ､ 近年 1 0 年間 の 世界的異常気象の影響 で ､ 降雨

量が減少 し ､ 本年を含む近年 3 年間は こ の 傾向が著しく ､ 1 9 9 7 年の 降雨量 の 半

分以下とな っ た地域 が多く ､ 湧水 ､ 井戸 ､ 河川等す べ て の 水源の 取水 可能量が

激減 し ､ こ の 状況 に拍車をかけて い る ｡ また ､ 年平均約 3 .5 % とい う人 口増加と

生活様式の変化 に伴う
一

人当たり の 水 需要 の 増加 ､ 工 業化の 飛躍的な開発 に よ

る水需 要 の 拡大等､ 限 られた水資源を取り巻 く 状況 は ､ 危機的な状態とな っ て

きて い る ｡

こ の ような状況下 ､ シリア 国政府は限られた水資源の保全と適切な利用 シ

ス テム の構築を強調して い る ｡ 与れ を踏 まえ ､ 農業
･ 農地改革省は ､ 現在 ､ 水

資源の 9 0 9乙を使用 して い る農業用水を節約 し､ 他分野で の 水資源の 活用量 を拡

大する ため ､ 節水潅漑技術等近代的潅漑シス テ ム を農民に導入 し よう と試みて

い る ｡ しか し ､ 節水潅漑を具体的に導入す る の に必要な､ 農家 へ の 経済的支援

体制､ 潅漑技術を指導するため の 技術者の養成 ､ 営農指導体制､ 潅漑施設 の 設

置指導体制､ そ の他 ､ の包括的な節水潅漑技術導入 に係る マ ス タ ー プラ ンが確

立され て いな い ｡ したが っ て ､ 現在､ 農業者組合等 に節水潅漑技術の導入が行

われて い るも の の ､
一 般農家 へ の 導入 が実現して いない の が現状で ある ｡
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2 . 2 調査対象地域

調査対象地域は ､ ア レ ッ ポ､ ハ マ ､ ホム ス ､ ダマ ス カス ル ー

ラル ､ ダラの

Z o n e I ～ I V に属する既存潅漑農地約 4 3 万 b a で ある ｡ 水不足の問題は､ 上記地

域だけで なく シリ ア国全土 で起 こ っ て い るが ､ 以下 の 理由で調査対象地域を選

定した ｡

① 砂漠地域 で は 1 9 9 7 年 に潅漑農業開発が禁止 されて い るため除外す る ｡

② チグリス ･ ユ
ー

フ ラテス川等国際河川流域 につ い て は ､ トル コ 国 ､ イ ラク

国 との 水資源利用 に関する調整が終了 して いな い ため除外す る ｡

③ 比較的降雨量が多く ､ 他地域 に比 べ 水不足問題 が切迫して い ない 地域 を除

外す る ｡

上記地 域 を除い た地域 が､ 現実に水不足 の 影響を直接的に受 けて お り､ ま

た ､ 計画策定 に当たり不確定要素が少なく ､ 実際 に実施可能な計画を確立で き

る も の と思量す る ｡

2 . 3 調査地域の概要

本事前調査時 に行 っ た ､ 各地域 の 農業事務所か ら の 聞き取 り の 結果 ､ 調査

地 域 に おけ る近年の 営農及び水資源に関する 問題点は ､ 以下 の 通 りで ある こ と

が判明 した ｡

【ア レ ッ ポ】

1 9 9 8 年に は､ 8 6 , 6 86 b a を井戸 により港概 して いたが ､ 現在は潅漑面

積が 2 0 % 以上減少して い る ｡

良好な深井戸で も年間約 2 m ず つ 水位が低下して おり ､ 浅井戸に つ い

て は夏季は使用不可能で ある ｡

ユ ー フ ラテス 川の 流量が ､ 近年
一

番ひ どい ときで通常の 1/6 以下 に減

少した ｡

以 前は地域全体に雨が降 っ て い たが ､ 昨年は局部的な降雨 の み で ､ あ

る地域の降雨量が極端に減少 した ｡
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･ 特に Z o n e 4 で は ､ 作付けした種子 の量を収穫する ことが で きなか っ た ｡

【ハ マ】

･

3 年前まで井戸により十分潅漑で きて い たが ､ 現在は水深が地域に よ

つ て 3 0 皿 ～ 1 0 0 m 低下 し ､ 十分な揚水量が確保で きない ｡

カテ
ー ネ湖か ら導水される政府潅漑シス テム の幹線水路に は､ 水不足

に より過去2 年間
一

切 の導水 を停止 して いる ｡

政府潅 漑 シス テ ム の 主水 源 の 一

つ で あ る湧水 が ､ 完全 に干上 が っ て し

ま っ た ｡

オ ロ ンテ ス川自体に 水は なく ､ 現在流れて い る の はホム ス 下水処理場

からの処理水とハ マ の 生活雑排水 の みで ある ｡

ガププロ ジ ェ ク ト内に あるオ ロ ン テ ス川か らの 取水堰付近 は ､ 全く水

が無く河川自体が干上 が っ て い る ｡

【ホム ス】

1 年前 に下水処理場がで きた が ､ 特 に 工 場排水 の処理能力不足か ら ､

殆ど処理されな い状態で オロ ンテス川 に流され て おり ､ こ の 水 を潅漑

に使用す る こ とは 非常に危険で ある ｡

･ そ の他はハ マ と同様の 状況 で ある ｡

【ダマ ス カス ル ー

ラル】

井戸水位は 2 ～ 3 年の 間に 2 5 m ～ 80 m 低下 した ｡

全体 の 2 7 % の 井戸は既に干上が っ て おり ､ そ の他も冬季の み使用可能

で ､ 夏季には干 上が っ て します ｡

飲用水源で あ る フ ィ ジ エ ス プリ ングは ､ 以前 2 0 ～ 2 2 m 3/s の湧水量が

あ っ た が ､ 現在は干 上が っ て い る ｡

･ 河川 の 主水源で ある ヘ ルモ ン 山脈で は､ 1 9 91 年に は 1 ,5 0 0 m m の 降水

量 を記録 したが ､ 1 9 9 9 年は 5 0 0 m m 以下の降雨 しか記録されて いな い ｡

主要河 川で あ るバ ラダ川は以前 4 皿 3/s の 流量を記録して いたが ､ 現在

全 く流れて い な い ｡ また ､ ア ワジ川 に つ いて も以前 1 0 m 3/s の流量 を

有 して い たが ､ 現在は ､ 0 . 5 m 3/ S の みで ある ｡
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【ダラ】

･ 以前の井戸の揚水量は ､ 3 0 ～ 45 m 3/ b で あ っ たが ､ 現在は､ 1 5 ～ 2 2 m 3/ 血

とな っ て お り ､ また､ 4 09ら近 い井戸で揚水量が 2 ～

1 0 皿3 几r まで 落ち

込 んで い る ｡

農家は ､ 作付け面積を減らさな いため ､ 井戸 を深く掘るか ､ 新たな無

許可 の井戸を掘 っ て おり ､ 収量は確保で きて い る も の の 生産コ ス トが

急騰して い る ｡

イ ブダダム ､ ガ ラヤダム ､ セイ ヒミ ス キン ダム で は ､ 最近 4 年間水 が

溜まらず
一

切潅漑に使用されて いない ｡

･ オ ー

ル ドヨ ルム
ー

ク プロ ジ ェ ク トで は ､ 送水路 にお ける蒸発の損失を

防ぐため ､ 開水路 から管水路 に変更す る 工事 が行われ て い る ｡

･ 天水農業地帯 で は ､ 全耕作地で作付けはされて い る もの の ､ 雨不足 に

より収穫で きな い農地もある ｡

2 . 4 計画 の実施機関

当該プロ ジ ェ ク トの 事業実施機関は ､ 農業 ･ 農地改革省潅漑 ･

水利用 局で

あ る ｡ 潅漑 ･ 水利用局 は ､ 4 5 0 名 の ス タ ッ フを有 し､ 主 に三 次水路 以下 の 管理 ､

津漑 ロ ー

テ
ー シ ョ ン及 び新たな潅漑技術の指導等を行 っ て い る ｡ そ の 他 に農

業 ･ 農地改革省計画統計局や普及局 の協力 の 基 ､ 当該プロ ジ ェ ク トが実施され

る ｡

2 . 5 計画の内容

2 . 5 . 1 計画の 目的

本プロ ジ ェ ク トの 目的は ､ 一 般農家に節水潅漑を具体的に導入す るの に必

要な ､ 農家 へ の 経済的支援体制 ､ 潅漑技術を指導するた めの技術者の 養成､ 営

農指導体制 ､ 潅漑施設 の設置指導体制 ､ その 他､ の 包括的な節水潅漑技術導入

に係る マ ス タ ー プラン の作成で ある ｡
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2 . 5 . 2 調査手法

P b a s e I と P b a s e II に分け､ マ ス タ ー プラン ス タディ ー

､ フ ィ
ー ジビリティ

ー 調査 を実施す る ｡ P 血as e I で は､ 現況の潅漑水利用方法､ 潅漑農業生産計画 ､

農家経済､ 農村社会状況 ､ 農村金融制度等を調査し ､ 節水潅漑技術を
一

般農家

へ 導入す るた め の マ ス タ ー プラ ン を作成する と共に計画優先地区を選定する ｡

これ を受け ､ P b a s e II で優先地 区 の実現可能性に つ いて 検証す る ｡ 調査結果と

して ､ 潅漑及 び農業状況を改善す るため ､ 以下 の よ うな主要 コ ンポ ー ネ ン トが

計画される ｡

1)

2)

3)

4)

5)

2 .5 .3

土地利用 計画及び作付け計画 の 明確化

末端潅漑施設と して の潅漑方法改善計画

潅漑技術普及計画

農家経済支援体制の確立

農業生産施設改善計画

取水施設の改善

潅漑排水シス テム 及び付帯工 の 整備

農道の建設

そ の他関連施設の 整備

調査の内容

調査 の主 な目的は ､ 適正な近代的潅漑シ ス テム と効果的な作付け体系の導

入 に より ､ 農業生産 の安定化を図ると共 に水資源の有効利用を則すも の で あ る ｡

主な調査内容は以下 の通りで ある ｡

塾 些 ユ⊥塾象塾毯旦諷査と塵羞地区旦選定L

調査対象地域の現況自然社会状況を明確にす る ｡

土 壌調査 ､ 現況土地利用 ､ 水 質調査 ､ 政府開発方針等を考慮した調

査地区の現況及び計画土地利用 の検討 ｡

農業生産 ､ 地 形条件､ 経済的妥当性を考慮し た末端潅漑施設 と して

の潅漑方法改善計画 の検討 ｡
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現況 の自然､ 社会 ､ 営農状況 を加味した潅漑シ ス テ ム改善計画 の検

討 ｡

農家の 初期投資を支援する農家経済支援体制の検討｡

農業､ 農業経済 ､ 環境等に関連した事項の改善計画 の検討 ｡

潅概技術の普及計画と普及員の教育計画 の検討 ｡

潅漑改善の段階的開発計画 の検討 ｡

優先地区の 選定｡

2皇旦堅 且 幽 三上 二諷査L

優 先地 区の フ ィ
ー ジビリティ

ー

調査 の 実施 ｡
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農業†農地改革省／潅漑水利用局組織図
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3
. 総合所見

シリ ア国で は ､ 世界的な異常気象の影響を受け､ 降雨量の減少､ 湖 ･ ダム

等の貯水量 の減少､ 表流水の減少､ 地下水位の急激な低下等､ あらゆる水資源

が減少 し ､ 特 に近年 ､

が高い値で の推移 し ､

らゆ る水需要 に対 し ､

が拍車 をか け て い る ｡

危機的な状況 へ と変化して きて い る ｡ また ､ 人 口増加率

工業化の促進等の影響を受け､ 農業用水だけで なく ､ あ

限られた水資源を安定的に供給しなければならない状況

特 に ダマ ス カス 市近郊で は ､ 他地域 に 比 べ こ の 状況 が悪

化 して おり ､ 少な い水資源を枯渇させな いた め ､ 7 時間 の 給水制限を実施する

な ど､ 住 民 の 社会生活 に も大 きな影響が出始め て い る ｡ こ の よ うな状況 の 中 ､

現在水資源の概ね 9 0 % を消費し､ 水利用効率も 5 09乙以下 と非常に低い農業用水

を ､ 効率的に利用す る こ とは ､ 逼迫 して い る シ リア 国の 水 需要 を改善す るため

に ､ 非常に重要 な問題で ある ｡

本報告書で は ､ 開発調査 に よ る シリ ア国西部地域潅漑技術改善計画を提案

して い る ｡

シリア 国政府が節水潅漑手法を効率よく 一 般農家に普及させ る ための 基礎

的資料及び ハ ー

ド面 ､ ソ フ ト面 を包括的に網羅 した マ ス タ ー プ ラ ンを 作成す る

た めの も の で あり ､ 当該国 の農業生産を安定的か つ 持続的に行 っ て い く上 で ､

また ､ 限りあ る水資源を他分野と協調 し て利用 して い くため に ､ 早急 に必要 な

開発戦略 とな る こ とは 明確で あ る ｡ また ､
シリ ア 国政府は ､ 今まで農業 ･ 農地

改革省内で行 っ た調 査や分析結果を基 に ､ 日本 の数多い経験を生か した現実的

に実施可能な マ ス タ ー プラ ンの 樹立 に非常に期待して いる ｡

4 . 添付資料

4 . 1 調査日程及び面会者リ ス ト

本調査団 の調査日程及び面会者リス トを次頁に示す｡
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調査日程及び面会者

日　　程　　　　　　行　　　程　　　　　　　　　　　　　　　　　　面　　会　　者

平成12年

11月21日(火)成田発/London経由/Damascus著移動日

11月22日(水) JICA表敬

日本大使館表敬

農業省副大臣表敬

11月23日(木)現地調査(Dara)

11J324B (｣) Damascus^Aleppo

ll月25日(土)現地調査(Aleppo)

AlepPo⇒Hama

11月2白日(日)現地調査(Hama)

Hama^Homs

ll月27日(月)現地調査(Homs)
Homs⇒DamascuS

11月28日(火)現地調査(DamascusRural)

11月29日（水）JCCA報告

日本大使館報告

農業省協議

小津所長､森所員

松良二等書記官

Dr. Hassan Ahmad (農業副大臣)

Mr. Bashar Freiha (農業省外交局長)

Eng. Fares Al-Faleh (Dara農業事務所長)
Eng. Hussein Qatmeh (Dara農業事務所濯概局長)

Eng. Mohammad Hayek (農業試験場長)

移動日

Mr. Abdel Kadel Al-Issa (Aleppo農業事務所長)

移動　Eng. HamidFalah (Aleppo農業事務所濯概局長)

Mr. Tarad Bandal (農業試験場長)

Eng. Haytham Abou Tok (Hama農業事務所長)

移動　Eng.MahmoudSamsam (Hama農業事務所埴概局長)

Eng. Ali Akari (Homs農業事務所長)

移動　Eng, Hassan Hassoun (Homs農業事務所濯概局長)
Mr. AbdeIkarim Jundi (農業試験場長)

Eng. Ahmad Ghurra (Damscus Rural農業事務所長)
Mr. AbdeI Hamid Sharaa (Damascus Rural農業事務所潅漑局長)

Eng. Mazen (農業試験場長)

森所員

松良二等書記官

Dr. Hassan Ahmad (農業副大臣)

Dr. Georg Somi (農業省潅漑局長)

Dr. Nahi Shibani (農業省統計計画局長)

Mr. Bashar Freiha (農業省外交局長)

11月30日(木) Damascus発/London経由　　　　移動日

12月01日(金)成田着　　　　　　　　　　　　移動日

ー15＿



4．2収集資料

The Annual Agricultural Statistical Abstract 1999
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地形図（1／500，000）

シリアにおける近代潅漑技術の普及状況とその経済効果

（農業省潅漑局編集JICAシリア事務所翻訳）
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